
（平成１６年度１１月１５日） 部 等 名 森 林 環 境 部

平成１５年度公共用水域及び地下水の水質測定結果について件

名

、 、経 県内の公共用水域及び地下水の水質汚濁状況を監視するため 水質汚濁防止法第１６条により

毎年、国土交通省及び甲府市と協議して測定計画を作成し、この測定計画により水質測定を実施

緯 している。

［公共用水域の水質測定結果］

１ 測定地点数

５０（２７）地点 ※ ( )内の数値は環境基準点

（県測定地点：31(16)、国土交通省測定地点：12(8)、甲府市測定地点：7(3)）

２ 測定項目及び測定回数

① 人の健康の保護に関する環境基準項目 （カドミウム等２６項目：年 １～１２回）

② 生活環境の保全に関する環境基準項目 （Ｂ Ｏ Ｄ 等 ８ 項 目：年 ６～２４回）

内 ③ 人の健康の保護に関する要監視項目 （クロロホルム等２２項目：年 １回）

３ 測定結果

① 人の健康の保護に関する環境基準項目

・ 砒素を除く２５項目については、すべての地点で環境基準を達成した。

・ 砒素については、塩川ダム貯水池（須玉町）で地質由来により環境基準を超過した。

（年間平均値０．０１１㎎／㍑。環境基準は０．０１㎎／㍑）

② 生活環境の保全に関する環境基準項目（ＢＯＤ： ・ ： ）生物化学的酸素要求量 化学的酸素要求量COD
・ 河川

河川の評価の指標となるＢＯＤの環境基準達成率は、８１．８％（１８／２２地点）で

あった。

・ 湖沼

湖沼の評価の指標となるＣＯＤの環境基準達成率は、６０％（３／５地点）であった。

容

《環境基準達成率の推移（％ 》）

Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15

河 川 40.9 50.0 59.1 63.6 68.2 77.3 72.7 90.9 81.8

湖 沼 20.0 40.0 40.0 20.0 40.0 20.0 40.0 40.0 60.0

③ 人の健康の保護に関する要監視項目

・ 指針値を超過した地点はなかった。



［地下水の水質測定結果］

１ 調査方法

（県内全体の地下水の水質の概況を把握する調査）① 概況調査

・ 測定地点数：環境基準項目：５１地点

要監視項目：３０地点

・ 測定項目：環境基準項目（カドミウム等２６項目）

要監視項目（クロロホルム等２２項目）

・ 測定回数：環境基準項目 年２回

要監視項目 年１回

（概況調査等において、環境基準項目の測定結果が環境基準を超えたときに、原② 汚染井戸周辺地区調査

因究明及び汚染範囲の確定を行う調査）内

・ 平成１５年度は該当なし

（過去の調査により環境基準値を超過し、継続的に監視する必要がある地点の調査）③ 定期ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査

・ 測定地点数：３８地点

・ 測定項目：過去の調査において環境基準値を超過した項目等

・ 測定回数：年２回

２ 調査結果

① 概況調査（環境基準項目５１地点 （要監視項目３０地点））

・ 環境基準項目では、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素が１地点（八代町）で超過したが、そ

れ以外の地点はすべて環境基準を達成した。

容
基準値超過井戸 １地点（うち飲用井戸 ０地点）

基準値内検出井戸 ５０地点（うち飲用井戸２５地点）

・ 要監視項目を調査した３０地点のうち、１地点で指針値が示されていないニッケルが定

量下限をわずかに超えて検出された。

検 出 井 戸 １地点（うち飲用井戸 １地点）

不 検 出 井 戸 ２９地点（うち飲用井戸１１地点）

③ 定期モニタリング調査（３８地点）

３８地点のうち２３地点で引き続き環境基準を超過したが、１５地点で環境基準を達

成した。

基準値超過井戸 ２３地点（うち飲用井戸１地点）

基準値内検出井戸 １１地点（うち飲用井戸１地点）

不 検 出 井 戸 ４地点（うち飲用井戸１地点）

問い合わせ

大気水質保全課 水質担当

ＴＥＬ 055-223-1511


